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　国民健康保険制度は、病気やけがをしたときに安心
して医療機関を受診できるよう、被保険者が納付した
国民健康保険税（以下「国保税」）を財源の一つとして、
保険給付費を賄う相互扶助の制度で、平成30年度から
は県と市町村が一体となって運営しています。
　本市の国保税は、平成28年度から６年間、国民健康保
険財政調整基金を活用して、毎年税率を引き下げ、被保
険者の負担軽減を図ってきました。
　しかし、被保険者の高齢化や医療の高度化により１
人当たりの医療費の増加が進む一方、財源を支える被
保険者数は急激に減少する見込み のため、現行
税率では、今後の安定的な財政運営が厳しい状況とな
ることから、令和５年度の税率を改正します。

■

■

国保税等の課税に関すること▶総務部税務課（国民健康保険税係）☎ 0220（22）2163
　　　　　　国民健康保険制度に関すること▶市民生活部国保年金課（保険給付係）☎ 0220（58）2166
　　　　　　後期高齢者医療制度に関すること▶宮城県後期高齢者医療広域連合☎ 022（266）1021
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ネ
ル
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食
料
品
な
ど
の

価
格
高
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に
よ
る
市
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の
生
活

支
援
、市
内
経
済
を
活
性
化
す
る

た
め
、「
登
米
市
と
め
地
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。
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４
千
円
、共
通
券
千
円
）

６
月
１
日
時
点
で
市
内

に
住
民
登
録
の
あ
る
人
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月
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８
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※
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う
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ッ
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で
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達
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※
不
在
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受
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取
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な
か
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た
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は
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か
ん
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れ
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票
か
ら
再
配
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く
だ
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を
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一
定
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す
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市
に
返
送
さ
れ
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で
注
意
し

て
く
だ
さ
い
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月
31
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※
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細
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式
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ム
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ー
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認
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だ
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行
政
相
談
委
員
は
、国
の
仕
事

を
は
じ
め
、独
立
行
政
法
人
や
特

殊
法
人
な
ど
の
仕
事
に
つ
い
て
の

苦
情
や
意
見
を
受
け
付
け
、住
民

と
役
所
と
の
間
に
立
っ
て
そ
の
解

決
の
手
助
け
を
し
ま
す
。

◉
　

令
和
５
年
度
か
ら
、片
岡
哲て

つ

郎ろ
う

さ
ん（
登
米
町
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よ
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豊
里
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総
務
大
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政
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ま
し
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が
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れ
ま
し
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催
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廃
棄
さ
れ
る
ろ
う
そ
く
を
使
っ

た
リ
メ
イ
ク
キ
ャ
ン
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ル
作
り
体

験
を
通
し
て
、地
球
温
暖
化
防
止

に
つ
な
が
る
身
近
な
省
エ
ネ
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
学
ぶ
講
座
を
開

催
し
ま
す
。

　

参
加
費
は
無
料
で
す
。親
子
で

の
参
加
も
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、ご
参
加
く
だ
さ
い
。
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５
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前
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葉
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３
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登
米
市
管
内
に
お
け
る
災
害
、

休
日
当
番
医
な
ど
の
情
報
を
提
供

し
て
い
る「
消
防
情
報
テ
レ
ホ
ン

サ
ー
ビ
ス
」の
電
話
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号
が
、７
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１
日
か
ら
新
し
い
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に
変
わ
り

ま
し
た
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※
通
話
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は
利
用
者
負
担
で
す

※
１
１
９
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は
緊
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通
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用
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電
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問
い
合
わ
せ
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、消
防
情
報
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レ

ホ
ン
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ー
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を
利
用
く
だ
さ
い
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